
現
代
イ
ン
ド
の
学
者
の
業
績
で
説
一
切
有
部
ア
ビ
ダ
ル
マ
に
関
連
し
た
も
の
を
私
が
読
ん
だ
最
初
は
、
ｚ
・
Ｚ
．
Ｆ
騨
急
（
且
。
）
》
普
冒
国
『
‐

昏
倒
シ
ｇ
昌
冒
儲
昌
鳥
○
蟹
ぐ
薗
胃
合
箇
旦
国
鼠
○
目
胃
騨
官
‐
白
）
』
の
己
。
巨
詐
“
〉
ご
お
の
序
論
で
あ
る
。
四
五
・
ヘ
ー
ジ
に
亘
る
そ
の
序
論
の

中
に
校
訂
者
ナ
レ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
ラ
ウ
氏
は
倶
舎
論
前
三
章
の
所
説
の
摘
要
と
解
説
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
一
読
し
て
あ
ま
り

に
甚
し
い
誤
り
が
あ
る
の
に
一
驚
し
た
。
倶
舎
論
に
っ
“
い
て
ほ
ん
の
初
歩
的
な
知
識
さ
え
も
っ
て
い
る
者
な
ら
冒
さ
な
い
で
あ
ろ
う
よ
う

な
誤
謬
が
あ
ち
こ
ち
に
見
出
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
色
稲
は
五
根
・
五
境
の
外
に
五
識
（
１
）
と
五
つ
の
（
？
）
無
表
と
意
と
法
と
意
識
と
を

含
む
と
し
言
．
ｅ
、
十
八
界
中
前
十
五
界
は
有
漏
・
無
漏
に
通
じ
、
意
・
法
・
意
識
の
三
界
は
唯
有
漏
で
あ
る
と
し
念
．
旨
）
、
無
色
界
は

五
趣
に
含
ま
れ
な
い
と
す
る
守
．
誤
）
、
等
々
・
倶
舎
論
註
釈
の
本
文
を
校
訂
し
た
人
が
こ
の
よ
う
な
序
論
を
書
く
と
は
ほ
と
ん
ど
信
ぜ
ら

れ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
の
ち
十
年
ほ
ど
の
問
に
、
崖
．
ｏ
国
四
目
。
ご
ｏ
ｏ
恥
野
弓
剖
は
ぐ
且
四
Ｆ
拝
①
昌
言
３
》
○
己
。
具
言
》
岳
副
を
読
み
、
弓
・
の
］
昌
昌
１

イ
ン
ド
に
お
け
る
最
近
の
倶
舎
論
研
究
の

業
績
の
一
、
二
に
つ
い
て

一
は
し
が
き

櫻

部

建



（
＆
．
）
壁
シ
ご
巨
号
自
白
四
号
富
昌
昏
罵
昏
》
醇
冒
畠
》
后
＄
の
一
○
○
・
ヘ
ー
ジ
に
余
る
序
論
を
読
ん
だ
。
こ
れ
ら
は
ラ
ウ
氏
の
文
章
に
比

す
れ
ば
よ
ほ
ど
勝
れ
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
か
れ
こ
れ
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
、
肯
え
な
い
点
も
か

な
り
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。
ビ
ハ
ー
ル
州
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
の
仏
教
研
究
所
の
研
究
紀
要
に
Ｎ
・
タ
テ
ィ
ァ
教
授
が
．
切
有
論
」
と

い
う
論
文
を
発
表
し
た
の
は
そ
の
少
し
あ
と
で
あ
っ
た
（
目
の
ｚ
胃
騨
ｚ
巴
砂
冒
面
冨
四
目
昌
園
昌
閃
の
“
の
胃
呂
局
巨
目
８
陣
。
自
ぐ
巳
．
目
ゞ
岳
９
．

国
〕
．
計
ｌ
岳
巴
。
こ
れ
は
『
倶
舎
論
』
随
眠
品
に
見
え
る
三
世
実
有
諭
に
つ
い
て
の
法
救
・
妙
音
・
世
友
・
覚
天
と
い
う
四
諭
師
の
主
張
を

取
扱
っ
た
も
の
で
、
ま
だ
『
倶
舎
論
」
の
原
文
が
世
に
出
て
い
な
い
こ
ろ
、
主
と
し
て
『
倶
舎
頌
』
と
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
疏
と
に
よ
っ
て
、

書
か
れ
た
論
文
で
あ
る
が
、
読
み
応
え
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
六
七
年
、
待
望
久
し
い
『
倶
舎
論
」
原
典
の
校
刊
が
弓
．
国
貰
冒
昌
〕
氏
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
は
序
論
な
ど
は

附
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
一
九
七
五
年
に
至
っ
て
、
そ
の
改
訂
再
版
が
出
さ
れ
、
そ
こ
に
新
た
に
「
は
し
が
き
」
と
「
序
説
」
と
が
附
け
加

え
ら
れ
た
。
合
わ
せ
て
二
○
○
．
ヘ
ー
ジ
近
い
長
篇
で
、
Ｐ
．
国
騨
匡
胃
博
士
の
執
筆
に
係
る
。
彼
女
は
「
博
識
な
ア
ビ
ダ
ル
一
ゞ
学
者
」
と
呼

ば
れ
（
戸
．
国
鳥
員
博
士
に
よ
る
。
①
ロ
自
己
同
ｇ
８
Ｈ
》
ｍ
ｚ
ｃ
言
の
中
の
言
）
て
い
る
人
で
あ
る
が
、
私
が
こ
の
文
章
を
読
ん
で
得
た
感
想
を
率

直
に
記
せ
ば
、
期
待
を
裏
切
ら
れ
た
失
望
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。

ハ
ル
ダ
ー
ル
女
史
が
基
本
的
な
説
一
切
有
部
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
術
語
の
正
確
な
理
解
を
い
か
に
欠
い
て
い
る
か
は
、
巻
末
に
附
録
と
さ
れ

て
い
る
佛
教
語
彙
と
そ
の
英
訳
の
中
に
手
近
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。
語
彙
の
選
び
方
に
す
で
に
大
い
に
問
題
が
あ
っ
て
、
僅
か
三
五
○
語

に
も
足
ら
な
い
中
に
鼻
詳
凋
国
冨
冨
と
か
す
豈
曽
『
劉
彊
＆
冒
愚
と
か
。
＄
国
い
う
よ
う
な
特
殊
な
語
が
拾
い
上
げ
て
あ
る
か
と
思
う
と

と
屍
冑
目
四
目
（
「
業
」
）
と
か
函
冒
出
国
（
「
輪
廻
」
）
と
か
い
う
よ
う
な
常
用
の
語
が
採
っ
て
な
い
し
、
胃
冒
（
「
因
」
）
や
冒
四
ご
葛
塑
（
「
縁
」
）

は
採
ら
れ
て
い
る
が
己
色
色
（
「
果
」
）
は
採
ら
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
が
、
各
語
に
附
せ
ら
れ
た
英
語
（
《
ロ
。
胃
ｃ
牌
固
〕
四
厘
〕

二
Ａ
・
ハ
ル
ダ
ー
ル
の
「
倶
舎
論
序
説
」

ワ
】



第
一
章
の
中
で
は
、
Ｅ
・
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
の
新
古
二
世
親
説
に
対
し
て
筆
者
が
見
解
を
述
べ
て
い
る
の
に
注
目
せ
し
め
ら
れ
る
。
筆

者
は
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
説
に
反
対
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
論
拠
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
疏
に
見
え
る
ぐ
ａ
号
胃
倒
冨
‐

ぐ
ゆ
２
９
且
冒
を
同
じ
諭
主
世
親
を
指
す
も
の
と
解
し
得
る
（
別
）
と
い
い
、
一
人
の
世
親
が
説
一
切
有
部
か
ら
大
乗
に
転
ず
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
得
る
と
い
う
く
ら
い
で
、
あ
ま
り
垂
固
な
立
論
と
は
思
え
な
い
。
そ
こ
に
『
善
見
律
毘
婆
沙
』
の
訳
者
僧
伽
賊
陀
羅
の
こ
と

を
引
合
い
に
出
し
た
り
す
る
こ
と
は
む
し
ろ
蛇
足
で
は
な
か
ろ
う
か
。

呂
昌
く
巴
①
貝
』
と
あ
る
）
に
至
っ
て
は
、
い
っ
そ
う
不
審
や
不
信
の
念
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
二
、
三
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、

目
昌
号
冒
目
冒
（
「
大
地
」
）
を
ｇ
の
旨
目
且
‐
鼻
呉
。
と
す
る
の
は
解
か
る
と
し
て
も
、
（
四
‐
）
官
雷
旨
‐
日
。
‐
９
。
（
「
大
（
不
）
善
地
」
）
を
目
○
国
辱

（
宮
口
‐
）
葛
冒
］
①
印
○
日
の
目
日
早
め
薗
蔚
と
し
、
Ｅ
①
蟹
‐
目
。
古
屋
（
「
大
煩
悩
地
」
）
を
単
に
】
冒
己
日
①
昌
旨
？
⑩
国
訂
と
し
、
己
胃
詳
冨
‐
画
①
轡
古
屋

（
「
小
煩
悩
地
」
）
を
目
目
‐
騨
胃
ｏ
８
ｐ
爵
曾
弱
９
日
旨
○
異
ぐ
』
８
印
と
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
用
語
の
意
味
を
全
く
理
解
し
て
い
な
い
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
語
に
つ
い
て
明
瞭
に
定
義
を
下
し
て
い
る
『
倶
舎
論
』
本
文
ｅ
理
恵
．
匡
息
．
訊
為
恥
息
．
認
急
．
野

や
弓
蔦
．
ｅ
を
正
し
く
読
ん
で
い
な
い
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
冒
国
冨
騨
（
「
覆
」
）
を
旨
唱
餌
営
目
号
と
し
頁
四
尉
蟹
（
ま
た
は
‐
唖
騨
』
「
悩
」
）

を
①
口
負
○
口
“
風
ぐ
巴
昌
と
す
る
の
も
、
本
文
に
見
え
る
定
義
念
＆
届
息
．
ｇ
息
函
届
き
．
園
）
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
も
の
と
は
思
え
な

い
。
の
号
目
彊
を
９
日
品
①
旨
凰
ご
と
の
み
し
て
い
る
の
は
「
同
類
」
の
義
の
ほ
か
に
「
同
分
」
の
義
の
あ
る
こ
と
を
見
落
し
て
い
る
し
、

そ
の
た
め
黛
号
‐
切
号
目
盟
（
「
彼
同
分
」
）
を
巳
の
望
昌
匿
儲
な
ど
と
解
す
る
誤
り
を
冒
し
て
い
る
。

さ
て
、
〈
ル
ダ
ー
ル
博
士
の
「
序
説
」
は
四
章
よ
り
成
る
。
そ
の
第
一
章
は
説
一
切
有
部
の
歴
史
、
そ
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
文
献
の
発
展
を

概
観
す
る
。
第
二
章
は
『
倶
舎
論
』
第
一
。
二
章
の
所
説
に
基
づ
い
て
、
法
、
有
為
・
無
為
、
有
漏
・
無
漏
、
癌
・
処
・
界
、
大
種
お
よ

び
所
造
な
ど
の
事
項
を
解
説
す
る
。
第
三
章
は
『
倶
舎
論
』
第
一
・
二
・
三
・
五
章
に
依
っ
て
、
世
間
、
根
、
心
、
色
・
心
の
関
係
、
無

表
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
四
章
は
『
倶
舎
論
』
第
四
・
六
・
七
・
八
章
に
依
っ
て
四
諦
、
道
、
四
念
処
、
四
禅
．
四
無
色
、
聖
者

の
階
位
な
ど
に
関
説
す
る
。

３



第
二
章
に
入
る
と
、
冒
頭
か
ら
、
私
に
と
っ
て
疑
問
が
頻
出
す
る
。
ま
ず
、
「
法
」
に
関
し
て
、
い
う
Ｉ
．
↑
日
閏
昌
曾
冒
。
目
ｍ

吾
①
《
国
①
旨
①
具
、
』
○
吋
昏
①
一
両
①
畠
⑱
〕
．
目
彦
①
印
①
《
”
の
巴
、
》
⑦
凶
牌
○
口
々
時
）
叶
昏
の
甘
目
］
●
①
乏
巨
目
匿
騨
唄
一
ヨ
筐
〕
①
目
⑦
昇
旨
蛎
亘
胃
⑦

旦
昏
①
冨
昇
曽
己
胃
①
“
の
貝
令
．
忠
）
こ
れ
は
三
世
実
有
法
体
恒
有
と
い
う
考
え
方
を
念
頭
に
置
い
て
の
言
に
違
い
な
い
が
、
適
切
な

言
い
方
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
「
七
十
五
法
は
す
寺
へ
て
肖
日
Ｒ
Ｈ
日
四
口
①
具
で
あ
る
」
と
断
ず
る
（
や
麗
）
が
、
三
無
為
法
に
つ
い
て

は
そ
う
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
法
は
〃
仮
説
的
な
実
在
″
で
あ
っ
て
、
す
録
へ
て
の
具
体
的
現
象
の
基
礎
に
検
た
わ
っ
て
は
い
る
け
れ

ど
も
、
抽
象
的
概
念
な
の
だ
」
と
い
う
念
．
ざ
）
の
は
と
も
か
く
わ
か
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
《
吋
旦
閏
の
弓
８
ゞ
と
し
て
『
倶
舎

論
」
業
品
第
二
偶
の
「
身
表
は
行
動
で
は
な
い
。
有
為
〔
法
〕
は
刹
那
性
で
あ
る
か
ら
、
滅
尽
す
る
ゆ
え
に
」
と
い
う
句
を
、
そ
れ
も

陣
且
富
。
＆
・
や
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
疏
に
見
え
る
形
で
な
く
プ
ッ
サ
ン
の
（
正
確
で
な
い
）
還
元
文
の
形
で
、
引
く
の
は
全
く
理
解
し
が
た

い
・
非
択
滅
無
為
が
「
あ
る
種
の
神
秘
的
体
験
を
意
味
す
る
」
と
い
う
（
壱
ｇ
）
の
も
筆
者
の
説
一
切
有
部
学
説
へ
の
無
理
解
を
示
す
と
い

っ
て
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
筆
者
は
縁
欠
不
生
と
い
う
こ
と
に
は
全
く
言
及
せ
ず
、
択
慧
に
依
ら
ぬ
「
他
の
倫
理
的
・
瞑
想
的
実
践
に
依

る
漏
の
減
」
が
非
択
滅
で
あ
る
な
ど
と
言
っ
て
い
る
令
雪
）
。
五
根
・
五
境
の
「
十
処
が
有
見
で
あ
る
」
と
い
い
（
正
し
く
は
色
処
の
み
）
、

そ
の
十
処
の
中
「
色
処
と
声
処
と
は
無
記
、
他
の
八
処
は
善
で
も
不
善
で
も
あ
り
得
る
」
と
い
い
（
正
し
く
は
色
・
声
は
善
・
不
善
・
無
記
に

通
じ
八
処
は
た
だ
無
記
）
、
「
声
は
四
大
所
造
で
あ
る
け
れ
ど
も
］
〕
○
目
‐
目
鼻
臼
雪
（
胃
昌
）
諄
）
で
あ
る
」
（
？
）
と
い
う
な
ど
（
い
ず
れ
も
己
．
雪
）
、

る
漏
の
減
」
が
非
択
滅
で
あ
る
な
む

そ
の
十
処
の
中
「
色
処
と
声
処
と
吟

通
じ
八
処
は
た
だ
無
記
）
、
「
声
は
四

解
し
が
た
い
記
述
の
連
続
で
あ
る
。

以
上
で
も
は
や
全
豹
を
推
す
一
斑
た
る
に
十
分
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
。
ヘ
ー
ジ
を
追
っ
て
不
正
確
な
記
述
を
指
摘
す
る
こ
と
は
こ
れ
で

止
め
る
こ
と
に
す
る
。
〈
ル
ダ
ー
ル
女
史
の
長
大
な
序
説
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
『
倶
舎
論
』
の
各
品
に
論
ぜ
ら
れ
る
種
食
な
事
項

に
亘
っ
て
広
く
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
不
正
確
な
説
明
が
ま
こ
と
に
多
い
上
に
、
そ
の
叙
述
は
、
は
な
は
だ
不
整
頓
で
あ
り
、
ま
た
ほ
と

ん
ど
各
・
ヘ
ー
ジ
に
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
が
見
出
さ
れ
る
と
い
っ
た
有
様
で
、
読
者
は
す
こ
ぶ
る
悩
ま
さ
れ
る
。

↓
筆
者
は
、
し
ば
し
ば
説
一
切
有
部
の
説
と
現
代
心
理
学
説
と
を
比
較
す
る
。
た
と
え
ば
「
五
根
」
を
現
代
心
理
学
者
の
考
え
る
印
の
ロ
ｍ
⑦

4



ハ
ル
ダ
ー
ル
女
史
を
読
ん
で
大
き
な
失
望
を
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
チ
ョ
ー
ド
リ
博
士
の
近
著
「
倶
舎
論
の
分
析
的
研
究
』
命
晨
ｃ
冒
巴

。
ｇ
員
冒
自
身
吋
冒
己
巳
斡
旨
己
牌
貝
々
旦
吾
。
シ
冒
昌
〕
胃
目
鼻
ｃ
３
〕
ｏ
己
。
貝
苗
留
口
農
艮
９
斤
唱
蜀
①
の
①
胃
呂
⑫
目
①
印
Ｚ
。
．
。
〆
冒
』
后
認
）
を
前

田
惠
学
博
士
か
ら
借
覧
す
る
機
を
得
た
の
は
喜
び
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
究
は
、
ま
ず
、
イ
ン
ド
の
学
者
の
手
に
成
る
出
色
の
も
の
、
上
記

の
諸
研
究
の
中
で
は
タ
テ
ィ
ャ
論
文
と
並
ぶ
業
績
で
あ
る
と
思
う
。
「
分
析
的
研
究
」
と
い
う
呼
称
は
、
そ
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る

い
は
そ
れ
ほ
ど
当
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
む
し
ろ
著
者
が
こ
の
害
の
中
で
多
く
の
章
の
標
題
に
用
い
て
い
る
↓
①
望
〕
○
の
旨
○
国
』
と
い
う

語
が
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。
ま
こ
と
に
、
こ
れ
は
『
倶
舎
論
』
の
一
つ
の
優
れ
た
。
砦
○
の
旨
○
口
で
あ
る
。
そ
こ
に
深
い
洞
察
や
鋭
い
批
判

○
〕
●
唱
儲
と
比
べ
（
や
陰
）
、
「
身
根
」
と
「
触
境
」
と
の
関
係
を
現
代
心
理
学
に
お
け
る
砿
①
扁
四
陣
○
口
の
分
析
的
考
察
と
比
靜
へ
言
．
念
）
、

六
根
・
六
境
の
「
十
二
処
」
を
国
］
侭
Ｃ
ａ
８
国
の
。
』
Ｃ
屋
、
ロ
の
“
の
］
置
侭
冒
す
曇
①
。
ｐ
苔
①
す
ぐ
○
＄
目
①
日
＄
旨
匡
〕
①
昏
局
昏
○
匡
具
８
口
‐

印
ｏ
］
○
口
曾
］
①
閉
四
目
苔
①
冒
口
詳
旦
８
匡
印
ｃ
』
○
扁
口
の
脇
と
比
べ
（
ｐ
認
）
、
「
無
表
」
を
昌
肖
８
国
ぃ
。
］
○
巨
切
○
円
⑫
号
８
忌
日
○
用
の
国
蔚
旦
目
目

と
比
ゞ
へ
言
．
］
鹿
）
て
い
る
。
あ
る
い
は
「
浄
色
」
の
観
念
を
デ
カ
ル
ト
の
学
説
や
現
代
の
生
物
学
説
・
生
理
学
説
と
比
、
へ
た
り
（
や
９
１
糧
）

「
所
造
色
」
の
語
を
現
代
物
理
学
に
お
け
る
胃
冨
旦
さ
Ｈ
ｏ
①
印
と
か
臼
〕
の
Ｈ
亀
口
昌
蕨
と
か
い
う
表
現
と
思
い
合
わ
せ
た
り
（
や
急
）
す

る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
仏
教
以
外
の
イ
ン
ド
哲
学
諸
派
と
の
関
連
を
求
め
て
、
。
〈
タ
ン
ジ
ャ
リ
の
ヨ
ー
ガ
学
説
に
お
け
る
Ｅ
ご
目
県
一
の

観
念
を
「
無
心
定
」
と
比
較
し
含
虐
隠
）
、
二
ヤ
ー
ヤ
・
ヴ
ァ
ィ
シ
ェ
ー
シ
カ
の
説
く
冒
少
日
当
餌
と
「
触
処
」
の
内
容
と
を
比
較
す
る

念
．
患
）
。
こ
れ
ら
の
比
較
哲
学
的
考
察
は
そ
れ
自
体
興
味
深
い
こ
と
に
相
違
な
い
し
、
筆
者
の
博
識
を
示
す
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
筆

者
自
身
の
説
一
切
有
部
学
説
に
対
す
る
正
し
い
理
解
が
前
提
と
な
ら
ね
ば
意
味
の
乏
し
い
こ
と
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
・
筆
者
が

そ
の
文
章
の
最
後
を
《
○
日
号
冒
○
四
号
昏
○
ロ
匡
胃
冒
昏
時
①
名
○
口
“
旨
①
色
目
９
名
。
。
陣
巳
》
と
い
う
句
で
結
ん
で
い
る
守
．
］
胃
）

の
は
ま
さ
に
至
言
で
あ
る
が
、
筆
者
の
態
度
は
そ
の
句
に
あ
ま
り
に
も
相
応
し
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

三
Ｓ
・
チ
ョ
ー
ド
リ
の
『
分
析
的
研
究
』

5



的
見
解
が
見
ら
れ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
『
倶
舎
論
』
と
い
う
、
か
な
り
整
然
と
組
織
立
て
ら
れ
て
は
い
る
が
ず
い
ぶ
ん
煩
墳
な
内
容
を

も
っ
た
諭
書
の
、
ほ
と
ん
ど
す
。
へ
て
の
所
論
が
、
そ
の
各
品
ご
と
に
、
平
明
に
そ
し
て
お
お
む
ね
正
し
く
①
僧
。
、
ｏ
さ
れ
て
い
る
。
北
伝

ア
ビ
ダ
ル
マ
の
初
学
者
は
こ
の
書
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
大
い
に
益
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
疑
わ
な
い
。

こ
の
研
究
は
十
一
章
か
ら
成
る
。
第
一
章
は
序
説
、
第
二
章
は
『
倶
舎
論
』
全
九
品
の
梗
概
、
第
三
か
ら
第
十
一
ま
で
の
九
章
は
『
倶

舎
論
』
各
品
の
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
二
旱
ず
つ
費
し
て
解
説
す
る
。

第
一
章
序
説
は
、
『
倶
舎
論
」
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
論
・
諸
疏
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
諸
本
の
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
を
与
え
る

こ
と
を
も
っ
て
始
め
ら
れ
る
。
ピ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
記
述
に
多
少
の
不
備
は
あ
る
が
、
よ
く
広
き
に
亘
り
、
要
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
＄
佛
教
史
上
に
お
け
る
『
論
』
の
重
要
性
を
論
じ
て
、
そ
れ
が
仙
佛
教
教
義
の
基
礎
学
の
教
科
書
で
あ
る
こ
と
、
②
説
一
切
有
部

学
説
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
、
⑧
大
乗
こ
と
に
唯
識
思
想
展
開
の
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
、
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
部
宗
の
摂

属
」
の
問
題
に
触
れ
て
は
、
註
釈
者
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
は
論
主
を
「
経
部
師
」
と
呼
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
む
し
ろ
論
主
の
立
場
は
不
偏
で

あ
り
理
長
為
宗
で
あ
る
と
見
得
る
、
と
す
る
。
『
論
』
の
中
の
主
要
な
論
項
と
し
て
七
十
五
法
、
悪
・
処
・
界
、
二
十
二
根
、
極
微
説
、

世
間
の
生
起
と
そ
の
構
造
、
業
諭
と
九
十
八
随
眠
説
、
見
・
修
・
無
学
道
、
そ
れ
を
歩
む
聖
者
の
階
位
、
佛
の
十
八
不
共
法
、
佛
・
聖
・

几
に
共
通
の
諸
徳
、
諸
三
昧
、
四
無
量
・
八
解
脱
・
八
勝
処
、
そ
し
て
無
我
論
、
を
挙
げ
る
の
も
ほ
ぼ
妥
当
で
あ
る
。
『
論
』
学
習
の
歴

史
も
イ
ン
ド
・
中
央
ア
ジ
ア
・
シ
ナ
・
日
本
・
チ
等
ヘ
ッ
ト
に
亘
っ
て
か
な
り
く
わ
し
く
述
令
へ
て
あ
る
。
日
本
に
関
す
る
記
述
に
多
少
の
不

行
届
き
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
の
あ
る
の
は
止
む
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
論
』
の
著
者
と
年
代
を
論
じ
て
は
、
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
説
を
全

面
的
に
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
〃
新
世
親
″
の
著
作
と
し
て
『
論
」
の
ほ
か
に
『
成
業
論
』
『
五
瀧
論
』
『
三
性
論
偶
」

を
挙
げ
、
そ
の
上
『
佛
性
論
』
ま
で
を
挙
げ
る
の
は
あ
る
い
は
勇
み
足
と
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

第
二
章
は
『
論
』
各
品
の
梗
概
を
だ
い
た
い
偶
の
順
序
を
追
っ
て
述
べ
、
そ
れ
を
第
三
章
以
下
で
品
ご
と
に
広
説
す
る
。

第
三
章
は
＄
従
っ
て
、
第
一
界
品
の
①
恩
○
切
昼
○
口
で
あ
る
。
そ
こ
に
↑
諸
法
の
間
の
関
連
を
示
す
図
表
が
挾
ま
れ
て
い
る
（
つ
ど
夢
）
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Ⅱ

が
、
こ
れ
は
だ
い
ぶ
ん
修
正
を
要
す
る
。
「
色
穂
」
の
下
に
「
五
識
」
を
配
し
た
り
、
「
行
瀧
」
の
下
に
「
無
表
」
を
配
し
た
り
、
「
触

界
」
の
下
で
「
地
。
水
。
火
・
風
」
を
大
種
所
造
と
し
「
堅
・
湿
・
暖
・
動
」
を
非
大
種
所
造
と
し
た
り
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
著
者

は
こ
の
害
の
中
に
「
色
瀧
」
が
五
根
・
五
境
。
無
表
を
含
む
こ
と
を
明
瞭
に
述
べ
て
お
り
令
．
画
ｌ
計
）
、
四
大
が
地
・
水
・
火
・
風
で
あ

り
堅
・
湿
・
暖
・
動
は
そ
の
《
呂
胄
Ｐ
ｇ
の
凰
昌
。
』
で
あ
る
こ
と
を
も
明
瞭
に
述
雲
へ
て
い
る
君
．
計
〉
麓
）
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
図
表
は

何
か
の
手
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
行
諒
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
た
だ
六
思
身
で
あ
る
と
の
み
い
う
念
．
ご
）
の
は
不
十
分
で
、

『
論
』
で
は
は
っ
き
り
、
色
・
受
・
想
・
識
の
四
稲
以
外
の
有
為
法
は
す
べ
て
行
瀧
に
含
ま
れ
る
と
言
っ
て
い
る
（
農
尻
目
冨
胃
』
扇
：
）
。

漢
訳
に
お
い
て
碧
自
轡
（
心
所
の
一
）
と
名
馬
届
画
く
菌
（
十
二
処
、
十
八
界
の
一
）
と
が
共
に
「
触
」
と
訳
さ
れ
て
い
て
時
に
混
同
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
（
は
っ
き
り
区
別
し
て
後
者
を
「
所
触
」
と
訳
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
）
が
、
著
者
が
原
語
に
お
い
て
そ
れ
を
混
同
し
て
の
冒
鼠
国
‐

ぐ
菌
と
書
く
べ
き
を
名
閂
獣
と
し
て
い
る
今
‐
題
怠
、
蔦
．
届
）
の
は
う
っ
か
り
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
四
章
は
第
二
根
品
の
説
明
で
あ
る
。
品
の
初
め
に
置
か
れ
て
い
る
二
十
二
根
論
を
説
き
終
っ
た
あ
と
、
著
者
が
「
心
・
心
所
の
分
類

の
議
論
が
な
ぜ
根
品
の
中
に
含
ま
れ
る
の
か
」
と
設
問
し
、
そ
れ
は
心
が
言
且
四
目
の
昇
昌
妙
且
口
冒
目
色
言
厨
ｏ
ｓ
Ｈ
で
あ
り
諸
法
を
支

配
す
る
騨
噌
ぐ
の
吋
昌
凋
曽
ミ
ミ
畠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
だ
、
と
言
っ
て
い
る
（
っ
ぢ
む
の
は
、
少
を
考
え
過
ぎ
と
い
う
琴
へ
き
で
、

賛
成
で
き
な
い
。
実
は
、
む
し
ろ
逆
に
、
先
行
の
諸
論
で
は
「
行
品
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
（
「
阿
毘
曇
心
論
」
か
ら
「
雑
心
論
」
ま
で
）
と
こ
ろ

の
こ
の
第
二
品
に
は
も
と
も
と
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
二
十
二
根
諭
（
『
阿
毘
曇
心
論
』
な
ど
で
は
巻
末
に
近
い
「
契
経
品
」
の
中
に
置
か
れ
て

い
た
）
を
、
『
倶
舎
論
』
に
至
っ
て
初
め
て
、
こ
こ
に
割
り
込
ま
せ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
品
の
名
称
も
「
行
品
」
か
ら
「
根
品
」

へ
と
改
め
ら
れ
（
む
し
ろ
改
悪
さ
れ
）
た
の
で
あ
る
。
二
十
二
根
論
は
「
法
」
の
理
論
の
体
系
の
中
で
須
要
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
挿

入
さ
れ
た
余
分
の
議
論
と
見
る
傘
へ
き
な
の
で
あ
る
。
「
心
」
を
種
右
に
分
類
し
た
図
表
（
ロ
罷
沙
）
の
中
、
心
を
染
汚
と
異
熟
生
と
残
余
と

初
聖
と
の
四
に
分
か
つ
図
は
、
そ
の
中
の
「
心
」
（
昌
冨
）
の
語
を
改
め
て
、
「
有
為
法
」
（
の
四
目
ぃ
百
国
今
自
白
④
）
と
す
べ
き
で
あ
る
。
染
汚
な

い
し
初
聖
に
分
類
さ
れ
る
の
は
心
法
に
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
心
」
を
十
に
分
か
つ
図
は
、
無
記
の
有
覆
と
無
覆
と
に
お
の
お
の
の

一
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欲
・
色
・
無
色
の
三
界
蕊
を
分
け
、
総
計
の
数
字
を
哩
と
し
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
十
大
地
法
な
い
し
十
小
煩
悩
地
法
の
説
明
に
、

旨
昏
習
目
白
房
か
あ
る
い
は
己
胃
詳
冨
さ
目
白
陦
騨
の
語
義
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
単
に
《
日
①
貝
巴
昇
呉
①
の
旨
鳴
ロ
閏
昌
一
と
か

《
ｍ
侭
冥
々
号
包
２
日
①
具
己
ｍ
３
冨
吻
』
と
か
い
う
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
（
や
呂
望
の
は
、
先
に
ハ
ル
ダ
ー
ル
女
史
の
序
説
に
つ
い

て
言
っ
た
よ
う
に
、
不
十
分
で
あ
る
。
欲
界
繋
の
心
を
五
つ
に
分
か
つ
中
の
第
二
が
習
①
邑
厨
‐
の
農
侭
胃
騨
‐
鼻
息
巴
騨
と
あ
る
合
．
ぢ
ご

の
は
単
に
シ
の
昌
冨
己
自
殴
医
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
下
の
説
明
に
は
や
や
混
乱
が
あ
る
。
『
論
』
令
．
雪
ｌ
認
）
に
よ
れ
ば
、
不
共

な
（
た
だ
無
明
の
煩
悩
の
み
と
あ
い
伴
う
）
不
善
心
に
は
二
十
心
所
が
倶
起
し
、
見
と
あ
い
伴
う
不
善
心
に
は
同
じ
く
二
十
心
所
が
倶
起
し
、

そ
れ
以
外
の
煩
悩
や
随
煩
悩
と
あ
い
伴
う
不
善
心
に
は
二
十
一
心
所
が
倶
起
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
上
は
、
第
二
根
品
の
解
説
ま
で
を
通
読
し
て
気
付
い
た
多
少
問
題
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
諸
点
を
摘
記
し
た
。
こ
の
よ
う
な
点
は
第
五

章
（
第
三
世
間
品
の
解
説
）
以
降
に
も
な
お
い
く
ら
か
発
見
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
全
体
と
し
て
チ
ョ
ー
ド
リ
博
士
の
こ
の
研
究
は
、
ほ
ぼ
忠

実
に
『
論
』
の
叙
述
の
跡
を
辿
っ
て
、
解
か
り
易
い
英
語
で
そ
れ
を
解
説
し
て
い
る
点
で
、
十
分
に
評
価
さ
る
￥
へ
き
で
あ
る
。
第
一
、
二

品
に
つ
い
て
は
、
時
に
、
『
論
』
の
文
そ
の
ま
ま
の
言
々
句
々
の
英
訳
に
な
っ
て
い
る
ほ
ど
な
箇
処
も
あ
る
が
、
第
三
品
以
下
は
多
少
簡
略

に
要
を
捉
え
て
述
べ
て
あ
る
。
所
々
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
図
表
を
も
加
え
て
い
て
、
初
学
者
の
理
解
に
資
す
る
。
術
語
の
英
訳
に
際
し
て

は
、
必
ず
し
も
原
語
の
エ
テ
ィ
モ
ロ
ジ
ィ
に
拘
ら
ず
、
『
論
』
全
体
の
体
系
的
理
解
に
立
っ
て
、
そ
の
意
味
を
表
現
し
よ
う
と
力
め
て
い
る
。

例
え
ば
、
広
義
の
「
色
」
を
８
名
ｇ
ｏ
農
辱
あ
る
い
は
冒
騨
茸
閏
と
し
狭
義
の
「
色
」
を
く
国
三
の
○
三
①
鼻
と
す
る
と
か
、
「
雑
染
」
ゞ

を
８
二
言
冒
昌
沙
武
○
こ
と
し
「
随
眠
‐
｜
を
胃
○
ｇ
昏
々
と
す
る
と
か
、
「
異
熟
生
」
を
月
め
己
国
員
と
し
「
所
長
蓑
」
を
勢
。
２
日
巳
島
く
の

と
し
「
等
流
性
」
を
旨
の
貝
と
す
る
な
ど
の
ご
と
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
時
に
は
、
例
え
ば
、
「
棹
挙
」
（
鱒
目
号
島
国
）
を
昌
朗
甘
豊
○
国

あ
る
い
は
Ｈ
①
。
ｚ
①
閉
豈
①
閉
と
し
、
「
悩
」
（
冒
騨
荷
い
Ｐ
」
‐
蟹
）
を
目
農
８
あ
る
い
は
昌
朋
鼻
尉
酎
○
は
○
口
と
す
る
よ
う
な
、
や
や
受
け
入
れ
が

た
い
訳
語
も
見
出
せ
る
け
れ
ど
も
。

著
者
が
こ
の
害
の
巻
末
を
「
こ
の
害
に
何
か
す
ぐ
れ
た
点
が
あ
る
な
ら
そ
れ
は
〔
先
輩
の
〕
諸
学
匠
の
も
の
で
、
私
の
も
の
で
は
な
い
。
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こ
の
害
に
何
か
欠
陥
が
あ
る
な
ら
そ
れ
は
私
の
ゆ
え
で
、
諸
学
匠
の
ゆ
え
で
は
な
い
」
と
い
う
意
味
の
梵
文
の
偶
を
も
っ
て
結
ん
で
い
る

の
は
、
著
者
の
態
度
を
表
わ
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
近
時
、
Ｐ
団
四
目
○
馬
己
ご
昌
豐
酔
貝
く
倒
昌
ぐ
倒
目
冒
守
国
営
日
①
》
Ｆ
口
調
四
○
〕
が
あ
る
の
を
知
っ
た
が
、
ま
だ
翻
読
の
機
を
得
て
い

な
い
。

1．
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